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様式２ 

審議会等会議録 

審議会等の名称 令和元年度第１回山口市立図書館協議会 

開催日時 令和元年５月２０日（月曜日）１０：００～１２：００ 

開催場所 山口市役所 別館 １階 第２会議室 

公開・部分公開の 

区分 

公開 

出席者 安光会長、吉村副会長、國弘委員、坂田委員、中原委員、中村委員、原田委員、 

山口委員、山本委員 

欠席者 大野委員、黒田委員、縄田委員 

事務局 中央図書館長、小郡図書館長、秋穂図書館長、阿知須図書館長、徳地図書館長、 

阿東図書館長、中央図書館副参事、中央図書館管理担当主幹、 

中央図書館サービス担当主幹 

議題 １ 委嘱状の交付 

２ 会長、副会長の選出 

３ 平成３０年度山口市立図書館運営状況報告 

４ 各館の平成３０年度山口市立図書館運営状況報告 

５ こどもワイワイ図書館 実施報告 

６ その他 

内容  ○事務局 

  本日はお忙しいところをお集まりいただきありがとうございます。 

 ただいまより、令和元年度第１回山口市立図書館協議会を開催いたします。 

まず最初に、次第の１．委嘱状の交付をおこないます。中央図書館長が挨拶の後、

皆様の前に委嘱状をお持ちしますのでお受け取りください。 

では、館長、お願いいたします。 

 

【 館長挨拶、委嘱状交付 】 

 

○事務局 

本協議会は、１２名の委員での構成となっております。 

本日は、大野委員さん、黒田委員さん、縄田委員さんが欠席でございますが、委

員の過半数の出席がございますので、山口市立図書館条例施行規則第２４条により、

会議は成立しております。 

続きまして、本日の資料について確認させていただきます。 

先日、郵送いたしておりますけれども、本日のレジメ、席次表、委員名簿、「平成 

３０年度山口市立図書館運営状況」、Ａ３横の「平成３０年度事業実績」、「平成３０

年度 館別各種指標」、「平成３０年度 山口市立図書館各種指標」、「平成３０年度

の主な取り組みと令和元年度の主な取り組み予定」、「こどもワイワイ図書館につい
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て（報告）」でございます。 

もし、お手元になければ、事務局で用意しておりますので、お申し出ください。 

 また、本日の協議会につきましても、議事録を作成いたしますことから、録音さ

せていただきますので、委員の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

ここで、委員の皆様から自己紹介を一言ずつお願いしたいと思います。 

國弘委員さんから順にお願いいたします。 

 

【 委員自己紹介、挨拶 】 

 

○事務局 

ありがとうございました。 

続きまして、事務局を紹介いたします。 

 

【 出席職員紹介 】 

 

よろしくお願い申し上げます。 

それでは、続きまして、次第の２．会長および副会長の選出でございます。 

この４月から新しい任期となりましたので、あらためて会長および副会長の選出

をお願いしたいと思います。 

なお、会長、副会長につきましては、山口市立図書館条例施行規則第２３条によ

り、委員の互選により定めることになっております。 

 皆様の中から、自薦、他薦を含めて、どなたかご意見をいただければと存じます。 

 

（ しばらくの後、推薦の発言あり ） 

 

従前のとおり、会長に安光委員、副会長に吉村委員のお名前がでましたが、他に

なければ、お諮りさせていただいてよろしいでしょうか。 

 まず、会長、安光委員に賛同される方は挙手をお願いいたします。 

続いて、副会長、吉村委員に賛同される方は挙手をお願いいたします。 

 賛成多数ということで 会長は安光委員、副会長は吉村委員という体制で、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、山口市立図書館条例施行規則第２４条により会長が議長となりますこ

とから、これから安光会長に議事進行をお願いいたします。 

安光会長、吉村副会長におかれましては、席をお移りください。 

それでは安光会長お願いいたします。 

○会長  

 会長に就任しました山口県立大学の安光です。よろしくお願いします。 

○副会長  
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 副会長を勤めさせていただきます。よろしくお願いします。 

○会長  

それでは、議事に入らせていただきます。 

 まず、次第の３、平成３０年度山口市立図書館運営状況報告ということで、事務

局から御説明をお願いいたします。 

○事務局 

平成３０年度山口市立図書館の運営状況につきまして御報告いたします。 

 大項目のⅠの平成３０年度の概況でございますけれども、１、第三次山口市立図

書館サービス計画。５カ年計画の１年目がスタートしております。この中で、まち

じゅう読書推進プロジェクト事業といたしまして、試験的にカフェ６店舗へ図書を

毎月５０冊、デリバリーをしております。 

 ２、第三次子ども読書推進計画。こちらも同様に５カ年計画の１年目がスタート

しております。 

 ３、中央図書館・阿知須図書館が１５周年、小郡図書館が１０周年、阿東図書館

５周年を迎えております。各館独自の周年事業の取り組みを実施しております。 

 ４、市立図書館全館で同日イベントといたしまして、こどもワイワイ図書館を 

４月２９日に実施いたしました。昨年のこどもワイワイ図書館の参加者数は、全館

で６，３５０人の参加でございます。 

 ５、「山口市立図書館資料の貸出しに関する要綱」を改正しまして、山陽小野田市

を貸出対象地域として追加しております。改正の理由といたしましては、「県央連携

都市圏域 暮らしの価値創造プロジェクト」において公共サービスの相互利用を進

めることといたしておりまして、県央圏域で山口市立図書館の利用から外れており

ますのは山陽小野田市のみでございます。そういうことから、近隣の取り扱いと同

様の対応とすることです。なお、施行日は平成３１年３月２３日でございます。 

 ６、移動図書館を更新。オレンジ号が購入１５周年を経過し、老朽化しているこ

とから、利用者数や分館配本、施設への運行を鑑み、コンパクトな車両に更新する

とともに、本年度より阿東図書館に配備し、司書１名でサービスを提供することが

できるように進めております。 

 大項目のⅡの館別概況につきましては、後ほど各館長より御報告いたします。 

 続きまして、大項目のⅢ、事務事業別概況につきまして。 

 図書館事業につきましては７事業ございます。 

 まず１つ目の事業でございます。１．図書館管理運営業務につきましては、①の

図書館協議会の開催を平成３０年度は３回開催いたしております。また、②のまち

じゅう読書推進プロジェクト（中央図書館開館１５周年記念事業）といたしまして、

「いつでもどこでも本のあるまち」として、本が新たに人の流れを創出する、まち

を活性化する新しい図書館づくりを進めるため、中央図書館のエントランスエリア

や共同利用スペースを「活動の見える」場としてリニューアルいたしました。 

 ２つ目の事業でございます。２．移動図書館管理運営業務につきましては、利用
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状況ですけれども、貸出冊数が３万１，６９７冊、利用者数１万１，０５４人、前

年度比利用者数７７１人の減となっております。また、貸出冊数につきましても、

８０２冊の減でございます。１人当たりの貸出冊数につきましては、７．２４冊か

ら２．８６冊となっております。 

 この移動図書館につきましては、阿東・徳地のサービスステーションの数を増加

する見直しをいたします。また、阿東図書館から阿東・徳地の分館へ配本を行う予

定としたいと思います。 

 ３．図書館資料整備事業につきましては、各館で選書を行い、選書委員会で受け

入れ資料の決定をいたしております。また、除籍検討委員会を毎月開催し、除籍に

積極的に取り組みました。 

 購入点数は、３万６，６２５点、寄贈受け入れ点数は、３，１３５点、除籍点数

は、２万７，５７５点です。各内訳は右のとおりとなっております。 

 ４．学校図書館支援サービス推進事業につきましては、①として、定期的な学校

訪問を行い、学校教育課と連携しながら図書担当教諭、学校司書等と面談を行って

おります。また、訪問の状況を学校司書研修会へ報告いたします。 

 団体貸し出し、これは学校配送でございまして、３万８，４４７冊、前年度比で

は、１８３冊の増となっております。学校配送用資料購入数は８７４冊、前年度比

では、２５３冊の減となっております。 

 また、②として、学校からの要請に応じて、出張ブックトークを実施いたしまし

た。小中学校８校、延べ１４回、２，０６３人となっておりまして、前年度比、小

中学校が３校、延べ回数１０回の減となっております。なお、人数につきましては

３２人の増となっております。 

 また、③として、職場体験やインターンシップを受け入れました。職場体験につ

きましては、延べ１１回、２１人が体験をされておりまして、前年度比、受け入れ

回数は１５回、人数が７４人の減となっておりますけれども、この人数につきまし

ては、平成２９年度には、阿知須小学校から児童が９１人来られましたので、その

人数の減が要因となっております。 

 インターンシップにつきましては２回、対象の方が２名おられました。前年度比、

受け入れ回数２回、人数が１２人の減となっております。 

 ④として、学校司書研修会への参加につきましては、学校教育課の担当指導主事

と毎月定例的な打ち合わせを行っております。学校図書館の児童生徒１人当たりの

貸出冊数でございます。これが先日、学校教育課より報告がありまして、平成３０

年度が３８冊となっております。１人当たり３冊の増となっております。 

 次に、５．ブックスタート推進事業につきましては、①として、ブックスタート

体験会開催数は１１０回、参加率は７１．６％、前年度比につきましては、参加率

は３．２ポイントの減となっております。 

 ②として、ブックスタートの推進委員会の開催、これを５月３０日に実施いたし

ました。また、③として、ブックスタート体験会に参加できなかった方のうち、希
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望者への郵送を実施しておりまして、郵送数は１０１冊、ブックスタートパック贈

呈率８５．８％です。なお、贈呈率につきましては、前年度比３．２ポイントの減

となっております。 

 ④として、黒井健さんによるブックスタート講演会を実施いたしまして、実施日

は１１月１１日でございます。参加者数は５０人です。 

 次に、６．子ども読書活動推進事業におきましては、以下の①、②の２つを実施

しております。 

 次に、７．図書館活動推進事業につきましては、新たな利用者層拡大に向けた行

事等、以下の①から⑪の事業を行っております。 

 最後の○他機関等との連携におきましては、①として、山口大学・山口県立大学

附属図書館、山口学芸大学、山口芸術短期大学図書館との図書相互返却を実施いた

しておりまして、市立図書館の本を大学図書館で返却した数は２，６１２冊でござ

います。反対に大学図書館の本を市立図書館に返却した数は４２冊となっておりま

す。双方とも増加しております。 

 また、②として、先ほど申し上げました阿東地域の分館配送におきましては、分

館が４つございまして、新規登録者が２名、貸出数が１０９冊、返却が２３１冊と

なっておりまして、前年度比で、新規登録が２名、貸し出しが４２冊の増となって

おります。 

 以上、足早ではございますが、山口市立図書館の３０年度の運営状況の御報告に

なります。 

○会長  

ありがとうございました。４ページ目なんですけれども、山口県立大学「附属」

は今ついていないんですね。山大は「附属」ついていますか。 

○委員 

  山口大学附属図書館ですね。 

○会長 

  私どもは学術情報センターという中にあるので、「附属」という、「附属機関」と

いう考え方で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、３０年度の山口市立図書館運営状況を御説明いただきましたけれども、

何か質問等はございませんでしょうか。お願いします。 

○委員 

  まちじゅう読書推進プロジェクトで、中央図書館がリニューアルしたんですけれ

ども、利用者の方の声とかが届いていれば、教えていただきたいかなというふうに

思います。 

○会長 

  ３月２３日にリニューアルオープンということですが、何か声が届いてますでし

ょうか。まだ途中経過でしょうか。館長さんに聞きますが、どうでしょうか。館長

さん、お願いします。 
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○中央図書館長 

  際立っていいとか悪いとかいうのはなく、とりあえず不満などは聞きません。 

 ただ、前からなんですけれど、多少暗いという意見が届いておりますけれども、

これは大変申しわけないんですけど、館の構造上といいますか、有名な方が設計さ

れたということもあり、勝手に改修できないと聞いています。 

しかしながら、そういった、ちょっと館が暗いなというのは、リニューアルした

んだから、せっかくリニューアルしたんだからという部分の御意見は伺っておりま

す。 

○会長 

ありがとうございます。できれば、いずれ、もう少しして定着したころに、どう

いう反応があるのかとか。確かに私も、ワイワイ図書館の後に、ちょっと暗いなと

思ったような気もしたんですが、いかんせん、ちょっと天井が、高くて、ちょっと

これは仕方ないのかなと、不思議な構造になっているなと思いました。 

 ただ、私、この前お聞きしてびっくりしたんですけれども、私、まだ一番奥の利

用状況を見たことないんですが、連休に、何かぎっしり教室状態の何か机が並んで

いて、そこに全部座られて、その教室方式の椅子に座られて、黙々と静かに読んだ

り調べたりされていた。委員の皆さんは、行かれましたか、ごらんになりましたか、

その光景を。 

○委員 

その光景は見てないんですけど、別の意見ですが、あそこで、大勢で静かという

のはいいと思うんですけど、トネリコのような小さな会議で声を抑えても、やっぱ

りこっち側で静かに読んでいらっしゃる方に、声がパーテーション通して伝わるの

かなと、また、仕切りがびしっとしていませんよね、前に御説明があったみたいに。

その辺がどうなのかなと。 

○会長 

事務局、どうぞ。 

○中央図書館長 

奥の３部屋を１部屋にしたことに関しましては、特に、先週ですかね、高校が試

験週間ですね。そのときは本当、もう一杯で、あとから椅子を、奥にちょっと置い

てたのを皆出してという形で、大変盛況ではございました。 

 声については、おっしゃるとおり、これもまた構造上の話なんですけど、天井が

ない構造なんですね、あの３部屋というのはですね。どうしてもパーテーションや

っても、ちょっと上がすくので、少人数の会議とかがある場合は、従前どおり、多

目的室とかいうことも考えながら、例えば、閉めて周りから見ていただいて、活動

を知っていただくというなら、会議でもあれば、それは、その中でやっていただい

てということもよろしいかと思うんですけれど、少人数の声が出るような会議に関

しては、多目的室を考えながら臨機応変にやっていただきたい、またやっていこう

と、そのように考えております。 
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○委員 

私ども愛メイトなんですが、使わせていただきました。そのときには、私たちだ

けが使うということで、本当に気兼ねで、すごい肩身が狭い思いがするぐらい図書

館側から全部見えます。それでも、研修会のときにやったんですが、最初に発声練

習するんです。そうしたらバンバン響くわけですね。古文を読みながら訳しながら、

お互いに練習するということだったんですが、声のそろえてやる場面があるわけで

す。そうすると外に結構響くという形で、大変、防音装置ということについて、何

かもう少し常備されていると遠慮なくやれるのかなと。 

 それから、共同利用スペースの外の図書館内に１人お年寄りの方が、初めから終

わりまでずっと座って本を読んでいらっしゃったと思うんですけど、結局、いつも

は入って、そこの部屋で本を読んでいらっしゃる方じゃないかと思うんです。あの

大きな部屋に１０人足らずで、真ん中にデンと円座を組んでやる、あれだけなもん

ですから、何かすごく申しわけないなという気がいたしました。 

 もう一つ、私ども月例会というので、対象者のこととか、いろんな準備等につい

て話し合うんですが、それは個人情報でもありますので、それだけは多目的室で、

研修会は共同利用スペースで行うことになったんですが、今申しましたように、防

音装置について何らかの措置があってほしいなと切に願っております。 

○会長 

  多分、その天井をごらんになると、全然これ、ちょっと難しい環境となりますね。

だからといって利用が制限されてくるのも問題だなと思うので、ここはうまくそれ

ぞれがやっていくしかないかなと思っています。 

 きょうの午後の山口市立中央図書館の図書館まつりの実行委員会の共同利用スペ

ースってそこですか。 

○事務局 

そこです。 

○会長 

まだいろいろと御希望等があるでしょうが、まだ４月、５月の２カ月ということ

ですので、今から声があるかなと思っております。 

 ただ、演奏会とか、最初にファッションショーがあったり演奏会とかあったりし

ますし、いろんな幅広くやるのも、なかなか盛況だったということですし、コーヒ

ーの入れ方みたいなものもあったんですか。またこれが一つの何かきっかけに、今

まで来なかったような方たちが足を運んでいただけるようなことになればいいなと

思っております。今後の課題は、特に奥の部分なんかがあるかなと思っております。 

 それでは、まだあると思うんですよ、昨年度のこと、今の利用については今年度

ということがありました。先に、次に参りたいと思っております。 

 すみません。ちょっとまだありました。４の各館というところがありました。失

礼いたしました。各館の平成３０年度の事業実績及び令和元年度事業予定というこ

とで、各館にお願いいたします。 
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 まずは中央図書館の館長さん、お願いします。どなたかお願いします。 

○事務局 

では、事務局より。 

○会長 

はい、お願いいたします。 

○事務局 

まずは平成３０年度のＡ４の縦の紙なんですけれども、本日は修正版を２枚お配

りしております。先日お配りしておりましたものが、ちょっと修正がございまして、

平成３０年度館別各種指標という形で、各館の貸出点数だったり入館者数であった

りという形の指標のまとめたものと、もう一つは、市立図書館全館での数字を出し

ております。平成３０年度山口市立図書館各館の指標と、同じような言葉なんです

けど、２つ、本日、修正版のほうをお配りしております。 

 まずは、この各館のほうの平成３０年度の指標についての御報告をさせていただ

きます。 

 まず、平成３０年度館別の指標につきましては、資料の修正場所なんですけれど

も、中央図書館の開館日数が、ちょっと修正がかかりまして、最初にお配りしたの

は、２３５日ほど開館しましたということであったんですけれども、ちょっと差し

引く数字が重複いたしておりまして、実際、本当に開館したのは２５５日というこ

とで、ここに修正をかけております。 

 これに伴いまして、下側の１日当たりの貸出点数であったり、１日当たりの入館

者数も、開館日数に関して計算しておりますので、こちらのほうも数字のほうは変

わってきております。本日は修正版をお配りしました、そちらのほうを、ちょっと

ごらんになられたらよろしいかと思います。 

 全体的にマイナスがすごく目立つような平成３０年度の館別の指標となっておる

んですけれども、この紙の裏側に、中央図書館を除いた５館の実際状況を、こちら

のほうで計算しております。その場合は、貸出点数におきましても入館者数におき

ましても、１日当たりの貸し出し、または入館者数におきましても、マイナスでは

なくて伸びておるという形になっております。 

 では、最初のほう、表面のほうでマイナスの要因が大きいのが、結局、中央図書

館が今回リニューアルをしておりまして、２月１日から３月２２日までの休部分の

この影響はかなり大きくなってきておるということでございます。 

 では、もう１枚のほうの紙の、今度は市立図書館全館での各種指標でございます。

こちらにおきましても、ちょっと若干修正がございまして、修正がかかったところ

が、移動図書館管理運営業務、下から３番目なんですけれども、左側に事業の内容

が書いてあるんですけれども、この中の移動図書館管理運営業務、この中の巡回日

数に誤りがございまして、こちらも修正いたしております。これは、巡回日数が、

最初にお配りしたのが２５６日でお配りしておったんですけれども、臨時運行分の

１０日間を加算しておりませんでしたので、こちらを加算して２６６日というふう
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に修正のほうをしております。 

 では、一番上の基本指標を御案内したいと思います。市立図書館全体といたしま

して、貸出点数、入館者数、蔵書冊数、市民１人当たりの貸出点数の目標値という

のが掲げておりまして、それに対しての実際の実績のほうになるんですけれども、

まず貸出点数は目標値を１７５万点といたしておりました。３０年度の実績が１３

９万６３５点、前年度の増減といたしましては８万４，６２６点の減となっており

ます。 

 その下の入館者数でございます。これは７４万人を目標といたしておりまして、

平成３０年度実績が７０万８４２人、増減といたしまして３万２，９３５人の減。

蔵書冊数におきましては、７０万冊を目標といたしておりまして、これまでの計画

的な資料整備により、平成２９年度にこの７０万冊のほうを達成いたしております。 

 なお、２９年度以降におきましては、資料の鮮度を保つために除籍を計画的に行

っております。 

 次の、市民１人当たりの貸出冊数、日本一本を読むまちを目指しておりまして、

貸出点数を１０点の目標といたしております。平成３０年度実績が７．２冊、前年

度の増減といたしましては０．３６冊の減となっております。 

 今回の貸出点数、入館者数におきましての減は、先ほど申しましたように中央図

書館のリニューアルという部分の影響は、かなり見受けられると推測されます。 

 以下、下に７つ事業がございますけれども、こちらのほうも、前年度比マイナス

が多く見受けられます。多分、今度、平成３０年度をベースに令和元年度の数字が

出てきたときには、この場合、プラス方向に転じるんではなかろうかと思いますけ

れども、やはり３０年度というのはリニューアルがあったという部分で数値のほう

は下回ったと思われる数値がかなり見受けられます。 

 以上、平成３０年度の御報告とさせていただきます。 

○会長 

今のは、全体でのことですよね。 

○事務局 

そうですね、はい。 

○会長 

それでは、各館のということで、よろしいですよね。どうぞ。 

○委員 

今の説明を伺ったときに、元年度目標値というのは、今年度の目標値ですよね。 

○事務局 

はい。 

○委員 

だから、ここに書いてあるのは、今年度、この目標値でいきますということで、

今何か、この目標をしていたところ３０年度実績はこれでしたというふうに言われ

たと思うので、この目標値が３０年度の目標値かと思ってしまったんです。できれ
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ば、この表の中に、３０年度の目標値がこれであり、実績がこうであると、もう一

段あると、目標値に対して実績がこうだったというのがわかるかなと思います。 

○事務局 

目標値が、かなり大きな目標といいますか、この目標値が毎年毎年変わるという

形の数値ではございませんで、先ほど言いました、例えば市民１人当たりの貸出冊

数１０点というのは、すごくハードルが高い数値となっておりまして、これは昨年

も、この数字に基づいて目標設定を掲げておるという形です。 

○会長 

○○委員さん、ありがとうございました。 

 よろしいでしょうかね。まだ御質問あるかと思いますけれども、次のときにした

いと思います。 

 それでは、各館からお願いいたします。各館の順に、取り組みとか、３０年度の

ところとか、事業実績、令和元年度の事業予定というふうに伺っておりますが。 

○中央図書館長 

中央図書館から。説明させていただきます。 

 平成３０年の中央図書館の主な取り組みは、こちらのほうに記載させていただい

ております。まず、館内の事業は、昨年度末にリニューアルオープンいたしました

スペース、共同スペースと、エントランスエリアを共同スペースとし、共同利用ス

ペースを整備いたしました。 

 利用層の拡大といたしましては、「図書館薩長同盟」に関する講演会・企画等を行

いました。これは、こちらの長州のほうからも松前先生、薩のほうからは松尾先生

をお呼びしまして、そういう講演会を開いたということでございます。 

 また他の部署、民俗歴史資料館と、他の部署、歴史に関係ある他の部署と共同い

たしまして、「やまぐち歴史講座」と「健康づくり講座」というのを市の他の部署と

協力いただきまして行いました。 

 それから民間業者も含めた多様な主体と連携した取り組みを行いました。 

 それから、全館で、ことしもそうなんですけれど、昨年も、こどもワイワイ図書

館を４月末に開催いたしました。 

 子ども読書推進といたしまして、絵本作家、黒井健さんを講師とした行事などを

行いました。 

 ４番といたしまして、計画的な設備・備品等の更新、移動図書館・配本車等の更

新、配本車がこのたび更新いたしまして、本年度より拠点整備をいたしまして、各

移動図書館の充実を図っているところでございます。 

 続きまして、平成３１年、令和元年の主な取り組み予定といたしましては、利用

層の拡大といたしまして、「図書館薩長同盟」に関する講演会や企画などを引き続き

行っていければと思っております。 

 また、他の部署と連携した「健康づくり講座」、これは今年度の健康づくりに関し

まして行いまして、図書館の周りをウォーキングしようということで、それによっ
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て、中央図書館の健康づくりに関する図書などを読んでいただければということで

行っております。 

 民間事業を含めた多様な主体と連携した取り組み。これはまちじゅう図書館で連

携しておりますカフェ等と連携しながら、講座等を開いていければと思っておりま

す。 

 それから、まちじゅう図書館の実施、これは何度も説明しておりますが、市内の

カフェ等に本を５０冊毎月デリバリーいたしまして、中央図書館の本を、もしくは

全ての本を宣伝していくということになっております。 

 なお、デリバリー先のカフェ等に関しましては、中央図書館のほうの共同利用ス

ペースのほうで講座をとっていただくということを考えております。 

 子ども読書活動の推進に関しましては、クリスマス等の時期を捉えて、絵本作家

等を講師としてお招きして講座等を持ちたいと思います。また、本市にゆかりのあ

る著名人による講演会、保育園への配送サービスなども今後新たに実施していきた

いと思っております。 

 移動図書館の北部地域のサービスの充実でございますが、先ほども申しましたよ

うに、「ぶっくん」の新しいものを、阿東図書館のほうを拠点といたしまして、地域

サービスということを充実することと目指しております。 

 ４番、計画的な設備・備品等の更新、これは図書を新しく選書をいたしまして、

なお、選書と図書の除籍を進めて、リニューアルといいますか、新陳代謝を促進し

ていきたいと思っております。 

 県央連携中枢都市における共同事業の実施。これはまだ具体的なものは決まって

おりませんが、先ほど言いました中で、このたび山陽小野田市を加えさせていただ

いて、７市町の図書館におきましては、山口市図書館での利用ができるというふう

に拡充してまいっております。今後、その７市町で共同的にできる事業を模索して

まいりたいと思います。 

 以上が、中央図書館の主な取り組みと、今後の令和元年の取り組み予定でござい

ます。 

○会長 

それから、全部を聞いてから、皆様方に御質問等をお願いしたいと思いますので。

それでは小郡図書館、お願いします。昨年度のことですので、なかなかではござい

ます。お願いします。 

○小郡図書館長 

小郡図書館でございます。昨年度の主な取り組みといたしましては、小郡図書館

１０周年を迎えまして、利用者拡大と施設の充実を図ると、そういったことで、第

１０回小郡図書館まつり、これ開館１０周年記念事業でしたが、これも充実を図り

ました。そして、小郡図書館友の会、中原委員さんがおられますけど、事務局長さ

んがおられますけれども関係団体との連携を強化いたしまして、イベントの実施、

充実、これはもう今年度もつながることでございます。 
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 それと、閉架書庫の機能や活用方針について検討いたしました。１０周年、まだ

１０年なんですけども、やはり施設、壁等にクラックが入っているところとか、雨

漏りがしているところが多少見受けられます。そこの施設の補修、修繕を行いまし

た。これはまた、予算の関係がございますので、引き続き来年度続けていきたいと

思っております。 

 ２番目といたしまして、広報活動の強化として、図書館だよりとホームページの

充実を図りました。 

 令和元年度の主な取り組みの今年度の予定ですが、今年度は入館者、平成２０年

に館が開館いたしまして１５０万人達成が見込まれます。さらなる利用者層の拡大

と施設の充実を図るということで、大体秋ごろ、９月か１０月ごろには、１５０万

人目のお客さんが来られると一応予定をしております。その達成イベントの開催と

いうことで、これもまた、中原委員さんのお知恵も拝借いたしまして、また皆様の

お知恵も拝借いたしまして、イベントの実施を考えております。 

 それと２番目といたしまして、「他機関」とありますが、敷地、歩いて２０秒ぐら

いのところに小郡文化資料館というのがございます。それとの、やはり文化的な連

携強化というのを図ってみたいと思います。 

 小郡文化資料館では、年に何回か歴史講座というのを開いておられます。そこで

講座の話題となる資料とか、そういった関連した資料等が、当然、図書館の中に蔵

書等がございますので、そういった貸し出しとか紹介とかも、まずそういうところ

から始めていって、地域的な文化の発進拠点といいますか、そういったものを高め

ていきたいと思っております。 

 ３番目の広報活動の強化といたしまして、南部地域の小中学校、交流センターへ

図書館だよりというのを毎月発行しているんですが、それも配布して、とにかく、

まず子供たちの本を、子供たちに図書館を利用していただくと、そういったところ

から始めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○会長 

ありがとうございます。それでは、秋穂図書館、お願いいたします。 

○秋穂図書館長 

まず説明に入る前に、資料の訂正のほうをお願いいたします。今の最初のレジュ

メなんですけれど、３０年度の主な取り組みのところの②のところに、子供対象の

「ビブリオバトル」、これを「文化財教室」に変えていただけますでしょうか。それ

ともう一つ、平成３０年度山口市立図書館運営状況で、大くくりの２の中で秋穂図

書館、ここも同じように「ビブリオバトル」のところを「文化財教室」のほうへ、

済みませんが訂正していただければと思っております。 

 それでは、御説明させていただきます。秋穂図書館でございます。３年務めてお

りましたけれども、地域図書館として素地を固めるということで、それを目標に、

３０年取り組んでまいりました。その姿勢が、まず多様なニーズに対応する読書環
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境づくりでございます。 

 企画展示の充実ということでございますけれども、本屋大賞とか直木賞、芥川賞、

こういう比較的利用者の方に興味を引くようなものが発表されれば、その作家さん

の書かれた本を企画展示する、また、利用者の方が興味のあるような、そういうも

のを、意見をいただきながら企画展示をしていったところでございます。その中で、

私は今年度、ことしの１月ごろから、発達障害の関係の本を企画展示でしていると

ころでございます。 

 また講演、講座については、図書友の会の方等の御協力を得ながら、進めまして、

いろいろな開催をして、多くの方が参加していただいておるところでございます。 

 次に、②の子ども読書活動の推進でございます。御案内のとおり、私どもの図書

館は子供さんの利用の割合が大変多くございます。特に、未就学時、低学年の子供

さん、小学校の方の御利用が多くございます。そういう関係で、まずは学校との連

携ということで、いろんな意見交換も学校としております。 

 その中で、夏休みに入る前に、各学校の校長先生と、いろいろ図書館の図書推進

の先生とのいろいろお話なんですけれども、その中で、夏休みの自由研究に図書館

が寄与することは何かできないだろうかというふうに提案を受けまして、昨年度は

文化財の教室を開いてみて、それと図書館の本等を利用して、そういう教室のイベ

ントをやりました。かなり評判のいい教室だったなと、手前味噌ですが、私も思う

ところでございます。 

 また、未就学の子供さんを対象としたＤＶＤの上映会のほうも、お話会にセット

にしながら開催いたしました。 

 ３番目の図書館の協力団体との連携強化でございますが、開館以来、私どもの図

書館は、協力団体の協力なくして発展することができなかったような状況でござい

ます。先ほどの資料を見ていただいたらわかりますけれども、利用者数が５．３％

も伸びたということも、これはその効果があったのではないかなと思っております。 

 次に、令和元年、今年度の主な取り組みですけれど、３０年を踏襲して、来年度、

先の話になりますけれど、来年度は１０周年を迎えますので、地域図書館としての

素地を特に固めていきたいと思います。 

 その中で、特に図書館スタッフと利用者の方のコミュニケーションを、しっかり

充実させていきたいなということで、丁寧な対応を含め、そういったことをしてい

きたいなと思っております。 

 学校との連携につきましては、今後、昨年度と同様に、意見交換をしながら、学

校の求めるもので、うちに対応できるものがあれば対応していきたいなと思ってい

ます。 

 最後に、図書館協力団体との連携強化でございます。私ども、これをなくして発

展する、秋穂図書館は、発展することはできないと思っておりますので、しっかり

私も協力団体の御意見をお伺いしながら、しっかり対応していきたいと思っており

ます。そして、今地域図書館としてのしっかりした素地を固めていきたいと思って
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いるところでございます。 

 以上です。 

○会長 

阿知須、お願いいたします。 

○阿知須図書館長 

平成３０年度の事業実績のシート、阿知須図書館のほうのルールに従って、まず

簡単に説明させていただきます。 

 阿知須図書館の平成３０年度の事業実績のところで子ども読書活動につきまし

て、好きなお話などの展示を、７・８月にほぼ２カ月間、展示ロビー、阿知須図書

館に入ったところに展示ロビーがございますけれども、そこで行っております。 

 それとボランティアによる「おはなしきらきら」さんのお話し会を、毎月第３土

曜日に館内で行うんですけれども、年間では１２回、毎月行っていただいて、７４

名の方に御参加をいただいております。 

 また、子供向けＤＶＤ上映会、これは年間を通して、４月の子ども読書週間、夏

休み期間、きらら館まつり、クリスマス時期、春休みに、１年間を通して１６回行

いまして１４８名の方の子供たちの参加をいただいております。 

 それから、学校図書館支援につきましてですけれども、中学校の職場体験受け入

れということで川西中など３校から８人、延べ７日間、この受け入れを行うものに、

阿知須小学校２年生、これなんですけども、１０３名の図書館見学を受け入れまし

て、図書館の利用について学んでいただいております。また、学校連絡会議を開催

いたしまして、阿知須地域の小中学校の先生との情報交換をしっかりと行うことに

よりまして、図書館に充実してほしいという学校からの要望もある蔵書なんかもし

っかり取り入れて、綿密に連携をとることで学校図書館の支援体制の強化を図って

いっております。 

 行事につきましては、この１１月３日にきらら館まつりを行いまして、８３３人

の入館者を集めておりますし、４月２９日のこどもワイワイ図書館では、おひなま

つりとか、鯉のぼりをつくろうとか、子供たちに体験してもらって、バルーンアー

トワークショップなど喜んでもらうような形で、３５０人を集めております。 

 それと７月も七夕飾りということで、館内に笹を立てまして、願い事を書いた短

冊を集めまして、それを七夕飾りということで、この行事には２３８人の市民の方

の参加をいただいております。 

 また、昨年度ならではの阿知須図書館の行事ですけども、「阿知須図書館は１５歳」

を開催いたしております。阿知須図書館は平成１３年の山口きらら博の市町村館を

再使用して、平成１５年に開館したものなんですけれども、昨年度１５年目となり

ましたので、ほぼ１カ月間、開館当時の様子を撮ったＤＶＤの上映とか、図書館の

建物ができる過程の写真展、阿知須にかかわる郷土本のコーナー設置とか、そのち

ょうど１５年前にどんな本がはやっていたかなんかのそういう本を集めて、展示会

のほうをやっております。 
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 以上が、簡単ですけど、３０年度の実績で主な取り組みでございます。 

 令和元年の主な取り組みの予定でございます。３本柱で考えています。１つ目の

利用しやすい環境づくりとしては、地域の方々に親しまれる図書館ならではの取り

組みとして、丁寧な接客対応ということを今まで以上に一層こだわっていきたいと

いうふうに思っております。地域の方に図書館をサードプレイスとして快適に利用

していただけるように、コミュニケーションの構築にも取り組んでいきまして、利

用者の拡大にもつなげていきたいというふうに思っております。 

 また、資料展示コーナーも、大人、子供ともございますけれども、毎月利用者に

興味を持っていただけるテーマを探しまして充実させてまいります。 

 また、旧阿知須町公民館時代の蔵書で内容が古い本とか、市立図書館にもあるよ

うな本を中心に除籍を積極的に行うことで、新鮮な蔵書が書架に並ぶように努めま

して、図書館を市民に利用しやすい環境となるように努めてまいります。 

 ２点目でございます。阿知須のところですけれども、新たな利用者の拡大促進で

ございます。引き続き、ことしも、昨年もやったんですけれども、阿知須に隣接す

る佐山地域交流センターに阿知須図書館の図書館だよりをしっかり置いていただい

て、利用の少ない佐山地域の方に阿知須図書館も使っていただけるように情報発信

を努めてまいります。今阿知須図書館の有効登録者で、佐山地区だけで４．８％し

かないんですね。これを増やしていこうというふうに思っております。 

 また、２回のイベントのうち、今から秋の図書館まつりがございますけれども、

参加型イベントや市民に興味を持っていただけるような企画を計画いたしまして、

来年の来館されるきっかけづくりとなるような、そして新たな図書館の利用者の拡

大につながるような企画を計画していきたいというふうに思っております。 

 今、阿知須図書館では、入ったところにロビーがございます。一般市民に親しみ

を持って来館していただけるように、この展示ロビーを開放していますけれども、

絵画展や写真展等、いろいろな展示を行いまして、広く市民の方に来館していただ

けるように工夫して、積極的な活用を図っていきたいというふうに思っております。 

 また、３点目に、学校等との連携強化でございますけれども、小中学校の図書の

先生との連携ももちろんなんですけれども、隣に保育園がございますので、保育園

の子供たちに積極的に本を借りていただくように、年長さんに特にカードをつくっ

てもらう、利用者カードをつくってもらうように、ことしもまた働きかけて、本を

通じた交流を進めていきたいというふうに考えております。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○会長 

ありがとうございました。 

 それから、徳地、お願いします。 

○徳地図書館長 

徳地図書館でございます。 

 まず３０年度の実績、利用実績でございますが、行事につきましては、従来の行
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事を踏襲しておりまして、新たに歴史座談会という形で徳地地域の偉人でございま

す「重源上人の里を語る」という会を催しておるのが新たな事業でございます。 

 また、職場体験で高校生１名を入れております。この高校生も、ちょっと中学校

中は、いろいろ苦労された学生さんで、徳地の佐波分校の受け入れている生徒さん

なんですが、挨拶するときに緊張して言葉が出ないという形で、何とかそれを自分

で殻を破りたいという思いで、うちの図書館を職場体験で選んできまして、当初、

なかなか声が出なかったんですけど、いいことか悪いことか、うちは高齢者の来館

者が多いので、その影響でしょうか、どんどん心を開いてくれて、２日目には自分

から挨拶ができるようになったと、本人も先生もそれを大変喜んでくれたという形

で、その職員等も感動した事例でございます。高校生１名、２日間でございました

けど、中身ある職場体験ができたのではないかなというのが平成３０年の実績でご

ざいます。 

 それでは次に、令和元年の主な取り組みでございますが、３０年度の主な取り組

みを、それを踏襲したような形でございます。 

 まず歴史講演につきましても、幕末維新関連の歴史講演を開催する予定といたし

ております。これも明治維新１５０年が終わってから、何か問い合わせが逆にふえ

てきているような形でございますので、ぜひ放談話会の代表の方も開催したらとい

うことでございますので、本年度もやっていきたいと思います。 

 ２番目に地域歴史に関する座談会という形で、昨年度から始めました重源上人の

話とか、いろいろ座談会をやっております。また、徳地には島地黙雷という形の偉

人もございますので、このあたりも島地地区からの話が出ておりますが、何とか価

値起こししたいなと思っております。 

 そのために、徳地に小中学校でふるさと学習がございまして、昭和５３年かぐら

いだと思うんですが、その中の授業の一つとして、地域の方々から、昔話を聞いて

くるという総合学習がございまして、その中から小中学校の先生方が選ばれて、小

冊子が編集されました。その中でも重源上人にまつわる話が、そのうちで４割近く

ありますので、この徳地の昔話を活用した、新しい、対象はもうどちらかというと

高齢者になると思うんですが、余り難しくない、この昔話からちょっと重源上人の

偉業をもう一度確認できるような座談会を開催したいなというふうに考えておりま

す。 

 それから３番目が、地域の展示等の情報発信でございますが、引き続きまして、

地域内で活動されております団体の方に、図書館の場を提起してございますので、

いろんな展示、今は俳句の会の方とか、あとは林業セラピーの会と農林業ございま

すので、そのような形、あとは写真の会ですかね、このような方とお話聞いており

ますので、その方にぜひ使って、情報発信をしていただくことを目標といたしてお

ります。 

 以上でございます。 

○会長 
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それでは、最後になりましたが、阿東図書館、お願いいたします。 

○阿東図書館長 

阿東図書館ですが、３０年度の実績をつきましては、Ａ３のほうをお願いいたし

ます。 

 まず、子ども読書活動推進事業で、好きなおはなしの絵の展示を、６月１２日か

ら１カ月間行いました。 

 職場体験につきましては、町内の阿東中と隣の津和野高校から、それぞれ各１名

受け入れております。 

 行事は、図書館まつりを８月５日に実施して、昨年より３０名ほど多い８１９名

が来場されました。 

 こどもワイワイ図書館では、昨年より１００名多い４３９人の来場がありました。

これにつきましては、隣の津和野から来られた方が多くいらっしゃったようでござ

います。 

 それと、例年の工作教室ですが、おりがみ教室と、ことしは新たに消しゴム判こ

教室を実施いたしました。新たに実施した消しゴム判こ教室が、子供たちに意外と

好評でしたので、新しく行事を実施してよかったと思った次第でございます。 

 ＤＶＤ上映会につきましては、２９年度は年に２回の実施でしたが、３０年度は

子供向け６回、大人向け４回ほど実施しました。来場者は余り多くはなかったんで

すが、これが定着すればというふうに思っておりまして、今後も続ける予定ではご

ざいます。 

 ３０年度につきましては、以上です。 

 令和元年の取り組みとしては、Ａ４のほうの関係をお願いします。図書館の利用

促進ということで、イベント開催では、こどもワイワイ図書館や図書館まつりに加

えまして、本年度もＤＶＤ上映会をぜひ開きたいと思っております。実を言いまし

たら、参加者は多くないんですけど、継続することで図書館でＤＶＤの上映会をや

っているということが認知されまして、図書館の利用につながればと思っておりま

す。 

 それと工作教室を年に２回行います。これにつきましては、図書館だよりのほか

に、阿東には各戸に防災無線というのがありまして、それが利用できますので、こ

れを使いまして周知をしていきたいと思っております。気楽に入れる図書館づくり

ということで、資料の展示公開も必要なのでございますが、阿東図書館、地域交流

センターと並列なので、多くの方が交流センターのほうのエントランスを使ってい

らっしゃいます。そういうことで、よく挨拶をし、また、飾りつけなどをして明る

い雰囲気をつくりまして、気楽に図書館に入ってこられるようになればと思ってお

ります。 

 そのほか、阿東町内の小中学校各校に加えまして、阿東の徳佐のほうへ徳地の柚

木の方が買い物や病院に来られますので、柚木の活性化センターと交流センター分

館に図書館だよりと新企画の案内を配布していきたいと思っております。 
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 ２番目の各分館配送サービス事業でございますが、先ほどありましたが、２８年

から阿東町の分館に配布をしておりますが、３０年度、実績ありましたように、貸

し出しが１９１冊と返却が２３１冊というところですが、これは年５０回実施して

おります。それで、この数字ということで、まだまだ周知不足と思います。図書館

だよりに加えまして、今年度から各分館が分館だよりを出しておりますので、これ

のほうにも載せていただきまして、周知をしていきたいと思っています。 

 ３番目の移動図書館の周知ですが、本年度、阿東と徳地地域を対象とする移動図

書館が阿東へ新たに配置されます。ということで、各種イベントに参加したりして

利用を促進したいと考えております。 

 以上です。 

○会長 

どうもありがとうございました。 

 それでは、今、各館から御報告いただきましたけれども、平成３０年度事業実績

及び令和元年度事業予定ということで、何か御質問等あれば、お願いいたします。 

○副会長 

ちょうどこれ対称になっていて、見比べると、わかりやすくなっているのですが、

中身のところで、ちょっとお伺いしたいのが、中央図書館ですね、民間業者、その

多様な主体と連携した取り組みということで、この民間業者というのは、前にちょ

っと話題になりました書店だとかが中心なんですか。 

 まちじゅう図書館というのは、カフェと言われてましたが、書店が本屋さんに本

を貸し出すのはおかしいので、これ民間業者は何かたしか、書店で何とかって横文

字のことをしたいとか言いながら、いや、それはちょっと公共図書館でどうかみた

いな意見が出ていたと思うんですが、その辺、どうなったんでしょうか。 

○会長 

館長さん、お願いいたします。 

○中央図書館長 

恐らく、今言われたのは、図書館サービス計画をつくったときに出たお話だと思

います。今のところ、今、カフェに対しまして、まちじゅう図書館ということを進

めていって、今はカフェ中心になっておりますが、将来的には、本を配るというの

は置いといて、例えば民間の書店と協力しながら、そういうようなことをやってい

けるようなことができたらいいなという部分で早期計画のほうでお出ししている分

には、言われることだろうと思いますので、それはちょっと今のところは進んでな

いようなところでございます。 

 ただ、今のところ、民間企業として、今３０年度でやれたことといったら、まち

じゅう図書館で御協力いただいたカフェとの連携ということは、達成できておりま

して、３１年度から、これちょっと広げていく予定でございますので、その中で、

その今言われたことを広げていけたらいいなというふうに模索はしているのですけ

れど、ちょっと模索段階ということでございます。 
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○副会長 

わかりました。今年度事業で次年度はないとか、新しくされるということはわか

るんですが、例えば中央図書館「やまぐち歴史講座」というのは、こちらには新事

業には入ってないですね。それはいろんな事情があるのか、あるいは年度ごとに真

新しく変えていくという考えなのか。秋穂図書館で多様なニーズに対応する、丁寧

な対応、あるいは利用者とのコミュニティの充実、逆に言えば、今丁寧な対応をし

ていないという反省から次年度はこういうことに。 

○秋穂図書館長 

いや、それは丁寧な対応はしていると思うんですけれど、さらに上げようとして

いると思っていただければありがたく思います。 

○副会長 

わかりました。それから、あとサービス計画ですから、図書の購入種類計画は、

また別にお立てなんですね。つまり、どういう種類の図書を、今年度は何を何％充

実するとか、あるいは、どこに主眼を置くとか。例えば、子供だったら学校指定図

書、推選図書とか、あるいはそういった児童文学だとかの新しく出てくるものもあ

りますし、あるいは、本が破損してなくなった場合でも、結構需要があるのも、同

じものを買うとかですね、あるいは分野の中で、例えば一般の大人だったら、今度、

令和改元の中で、例えば代表をされたとか、いろいろ出てくるとき、何だあれとい

うふうなことでの、そういったものも需要があると思うのですが、そういったアン

ケート、それからそれに対する本の種類の購入計画、これはまだ別で考えてよろし

いんでしょうか。 

○中央図書館長 

中央図書館におきましては、各館におきましてもですけど、毎週１回、選書委員

会というのを設けておりまして、選書委員会の司書を含めた職員会議なんですけど。

それともう一つ、今アンケートのことをおっしゃいましたけれど、アンケートを行

うのもなかなか時間の差が出てきますので、今リクエストというのをお受けしてい

るというのが現状です。だから、よく新聞の下とかに雑誌だとか、書籍の広告や書

評、結構それに反応されてリクエストとかされております。リクエストに関しまし

ても、基本的にはお受けするという形でしておりますので、ちょっとアンケートす

るとどうしても時間差が出てきますので、それぞれリクエスト、本のリクエストに

おこたえするということで対応ということになっております。 

 それと、選書委員会も、月ではなく大体毎週行っておりますので、時期的なそう

いうものに関しては、リアルといいますか、即応ができるような形で対応させてい

ただいておるというのが現状です。 

 児童書に関しましては、やっぱり児童担当の者がおりまして、児童専門の部分の

ものに関しましては、そういう者が手際よく選書させていただいておるのが現状で

す。 

 それと各担当で、担当といいますか、図書の分類があると思いますけど、その分
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類に分かれて、本が傷んだものであるとか、条例とか何とかの改正によって、これ

は今ちょっと意味がないものだとかいうものに関しましては廃棄という形でさせて

いただいておるものもありますし、例えば、今言われた大変、皆が好まれるものが、

ちょっと崩れてしまったというときは、あればいいんですけれど、ない場合はちょ

っと仕方ないですけど、ちょっと中古で探させていただいて、購入させていただい

ているということはあります。 

 ただ、一つ問題なのが、その直木賞とか、いろいろ芥川賞というのをとった本が

すごい人気あるんですけれど、余りそれをそろえちゃうと、書店さんが今度は売り

上げの問題とか出てきますので、そのあたりの度合いも確かめながら選書させてい

ただいているのが現状でございます。 

 ただ、今回の、この取り組みとあれとは別の話でありますが。 

○副会長 

  わかりました。 

 最後にちょっと教えていただきたいんですが、徳地図書館で島地黙雷、これさっ

きちょっと説明されていたんですが、人の名前なんですか。 

○徳地図書館長 

はい。黙雷上人というんですね。 

○副会長 

黙雷上人、お坊さん。 

○徳地図書館長 

島地に来て活動されたので、島地黙雷ということだそうです。 

○副会長 

地名で黙雷というお坊さん、ああ、なるほど。それはいい。ありがとうございま

した。いいです。 

○会長 

ありがとうございます。まちじゅう図書館というのは、決して中央図書館だけで

はないんですよね。まちじゅう図書館を目指しているのはサービス計画上のことで

すよね。 

○中央図書館長 

平成、要するに去年度、３０年度に関しましては、ちょっと試験的に今やらさせ

ていただいておるんですけど、今後は予算内で、今どっちかというと、山口市、旧

山の中をやらさせていただいておりますけれど、今後は他の館でも、他の地域にも

波及させていきたいと思いますけど、期間的に持っていったり、そういう移送とか

するのは中央図書館でさせていただくことにはなります。 

○会長 

決して中央図書館だけがやることではないので、今から広げていく。だから、前

も、前回、新しい方いらっしゃいますけれども、施設とかカフェに限定しなくても

という横の何か広がりと、地域のつながりと、それから施設のつながりとか、何か



 21 

いろんな広がり方あると思うんですけれども、余りに中央図書館中心に考えられる

と、ほかの図書館もあるので、その辺を山口市全体として考えていただきたいとい

うことと、吉村先生は、多分中期、長期はどうですかということじゃないかと思う。

だから、１週間ごとに選書委員会を開くからというんじゃなくて、じゃあ本年度は、

昨年度は、例えば１５０周年だから歴史の講座があったと。今年度は、ちょっと子

供のことだとかいう何か方針みたいなのがありますかという質問だと思いますけれ

ども、各館でですね。横並びもいいですよ、毎年、去年やったことを。でも、こと

しはこの部分に重点的にというのもあってもいいんじゃないかというふうに、私は

勝手に解釈しましたけれども、そういう感じではなかったですか。 

○副会長 

はい。材料別にどれを重点かという意味だったんですが、確かにどこを充実させ

るかという方針、やっぱり何か方針というのが立てるということも必要なのかなと

は思います。 

○会長 

それは地域によって、そこは違うと思いますよね。御高齢の方が多い場合と、ち

ょっと子供が多い場合には違ってくると思うので、その辺も加味していただきたい

なというふうに、今感じました。ほかに何かあれば、お願いいたします。 

○委員 

３点ほどあります。１つは、平成３０年度の主な取り組みのところに、中央図書

館として、ぜひ図書館まつりが１５周年、第１５回だったということを入れていた

だきたかったなと、小郡図書館のところには、図書館まつり開館１０周年記念とい

うことであったんですけれども、かなり昨年度の図書館まつりについては、協議を

重ねた上で企画をしていったので、主な取り組みであったように私は思っておりま

すので上げていただけたらよかったんと思いました。 

 それから、吉村先生がおっしゃったこととちょっと関連するんですけれども、今、

令和元年度の主な取り組みの中で、民間事業者も含めた多様な主体というところの、

カフェをさらに広げていく計画があるというふうに言われたんですけれども、広げ

るに当たっては、ある程度、協議会で、こんなふうな方針でこういうところにも広

げていきたいって、広げていくつもりであるということが、ちょっと示していただ

けるとありがたいなと思いました。いろんな考え方があると思いますので、ちょっ

とその方向で広げるのはどうだろうかというような意見も出るかもしれないなとい

うところもあるので、ちょっと諮っていただけるとありがたいと思います。 

 というのが、民間事業者に関連して図書館の利用をふやしていくというのは、と

てもいいことだと思うんですけれども、例えば、病院だとか、今そういうサービス

が行ってない、その他のところで、もっと必要とされているところもあるんじゃな

いかなという気がするので、そのバランスを考えたときに、民間事業者をどんどん

どんどん連携することをふやしていくことがすごく大事なのか、それとももっと何

ていうか、図書館の利用を求めているところを探していくことが大事なのかという
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のは、まずバランス考えたときに、いろんな考え方があるんじゃないかなと思うの

で、ちょっとこの件に関しては、また、協議会で話ができたらなというふうに思い

ました。 

 それと、３点目は、全体に関係することなんですけれども、「主な取り組み」と書

かれると、どうしてもやっぱりイベント的なものが並んでしまうんですけど、やっ

ぱり私は、図書館の基本って蔵書計画というか、さっき吉村先生が言われたものが

大きなものになる気がするんです。本あっての図書館なので。それを考えると、常

に上げていただきたいのは、地域資料を収集するという、山口市に関係する資料と

いうのは山口市が集めないと、広島市が集めてくれるわけでもなく福岡市が集めて

くれるわけでもないので、やっぱり山口市に関する資料は山口市が集めていくとい

う方針は、毎年、主な取り組みに上げていただきたいなというふうに思いました。

主な取り組みであって、新たな取り組み予定ではないので、これはちょっと毎年外

さずにしていただけたらと思います。 

○会長 

ありがとうございます。サービス計画の中にも、もちろん地域資料収集というの

は入っているかと思いますので、その辺、よろしくお願いいたします。 

 それと、今ちょっとお話を聞きながら思ったんですが、意見が出て、じゃあ次ど

うするのかというのが、次の協議会で回答していただかなければ、例えば、今希望

としては、民間事業者云々とか、その広げ方ですよね。そういうものを私どもに提

示していただいたいと。そうすると、もしかしたら皆さんの意見が違うかもしれな

いのでという部分を、必ず意見が出てきたことは、議事録でとどめるんじゃなくて、

じゃあそれをどうしますというようなバックが必要かなと思ったのと、もう一つは、

資料が実はバラバラで見にくいんですよね。普通、会議資料ってまとまってません

か、１ページから、ページ何ページをごらんくださいっていうふうになると思うん

ですけど、これ過去においてお願いしたことがありました。ただ、今もうこんな感

じでＡ３と言われる方もあれば、探さなくちゃいけないので、やっぱりきちっとし

た形、それから訂正があっても、その場で、ここで配付されても結構ですので、通

し番号をつけたようなものを、できるだけ早く委員の方にお届けすると。それから、

もう委員の方はごらんになっていると思うので、報告も、そこは手短にやっていた

だきたいなと思っています。何か意見が出たら、それは回答をよろしく。今でなく

ても結構ですのでお願いいたします。 

 ほかに何かありますでしょうか。地域資料については、各図書館でお考えいただ

きたいと思います。そこでしかない、秋穂なら秋穂、阿知須なら阿知須、さっきの

何でした、島地黙雷上人のことも、そこでしかないというようなことで、重源上人

もそうか。 

 ほかに何かあればお願いいたします。まだ御発言いただいてない方もあるかと思

います。どうでしょう、何か御質問等あれば。 

○委員 
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では、せっかくですので。阿知須図書館のところでお話会なんですけど、私たち

「おはなしキラキラ」は、学童クラブさんのほうに毎月行っていたんですけれど、

今は夏休みスペシャルで、井関小学校さんが１回と、阿知須小学校さんの児童クラ

ブさんの２回なので、多分４０名ぐらいいらっしゃるので、その分でお話会、大体

ですけど１２０人います。夏休み開催していますけど、会場が図書館ではないので

どうかなと、思っています。 

○会長 

○○委員さんの御指摘のように、私も何で１５周年の名前が中央図書館にないの

かと思ったりしました。その点、小郡は１０周年入ってくるし、そのボランティア

の「鉢の子」もちゃんと入っているけれども、じゃあ、ほかのところは、何かどう

いう関係にあるのかなと思っています。図書館友の会という考え方が、本当はちゃ

んと聞きたいなと思っている次第です。そういう活動を地道にやっているところの

ものとの連携をとるって、簡単に言うんじゃなくて、その辺をきちっと書きとどめ

ていくことも必要かなと思っております。 

 ほかに何かあればお願いいたします。 

○委員 

報告ですけど、去年私が団体の「こどもと本とジョイントネット２１・山口」で

は、会場を探していて、中央図書館では、ちょっと無理だと言われたので、小郡図

書館のほうが、ぜひ使ってくださいと言われましたけれども、結局、秋穂図書館を

お借りして講演会を開催させていただきました。とても資料等を集めていただくの

に協力していただいて、充実した講演会ができました。やっぱり図書館に関連する

講演会というのは、ぜひ図書館で開きたいという講師の方の願いもあって、この中

にも、ここにいらっしゃる方も参加していただきましたけど、本当にありがとうご

ざいました。そういう図書に関連した団体との協力を図書館にしていただけると、

本当にありがたいと思います。ありがとうございました。御報告です。 

○会長 

中央図書館は難しかったということ。 

○委員 

中央図書館は、会場とかは、共催ではないと無理だとか、いろいろありましたの

で、小郡図書館では、登録団体になれば、簡単に貸してあげるからどうぞと言われ

たんですけれども、ちょっと担当のほうが秋穂だったもので、秋穂でやらせていた

だきました。 

○会長 

ちょっと広く使えればいいですね。 

 ほかに何かありますでしょうか。いいですかね。 

 ちょっと時間もあれですので、これまた最後にまとめてお聞きしますので、それ

では、こどもワイワイ図書館の実績報告ということで、これまとめてお願いできる

んですね。事務局にお願いいたします。 
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○事務局 

では、お配りしておりますこどもワイワイ図書館、これ、先月、４月２８日に市

内６館同日開催いたしました第５回こどもワイワイ図書館の実績報告をいたしま

す。 

 毎年、各種趣向を凝らしたイベント内容で恒例となっております行事です。 

 今回は、１０連休の影響も若干あった様子で、前年度より全館の部分で２５９人

の減というような形にはなっておりましたけれども、この中身につきましては大変

盛り上がったというふうに聞いております。 

 なお、本日、御欠席になられておられます大野委員さんが、お忙しい中、６館全

てを巡回されて、記録映像、映像を記録していただいております。本来であれば、

その様子を、たしか去年も見せていただいたと思うんですけれども、きょう欠席と

いう形の中で、次回をお楽しみにさせていただけたらというふうに思っております。 

 中身につきましては、各館がこういった形でやりましたということでございます。 

 以上でございます。 

○会長 

これに対して御質問ありますでしょうか。また後、最後、またまとめますので。 

 それでは、その他なんですけれども、事務局から何かございますでしょうか。 

○事務局 

それでは、図書館システム、ハードウエアの更新につきまして御案内いたします。 

 前回の協議会でお話しはしておるんですけれども、新しい委員さんもおられます

ので、市立図書館、これ全館で図書の貸し出し、返却、予約、検索等に、この図書

館システムを利用しております。この図書館システムのハードウエアでありますパ

ソコンのＯＳ、Ｗｉｎｄｏｗｓ７のサポートが来年の１月４日に終了いたしますこ

とから、個人の大量の個人情報を取り扱っております図書館システムにおきまして

は、やっぱりその安全性を確保するために、今年度、ハードウエアの更新を予算計

上いたしまして、交換するものでございます。 

 なお、日々の業務におきまして使用しておりますことから、この交換につきまし

ては、システムを停止しなければ、ちょっと交換ができないということでございま

すので、今年度のスケジュールといたしまして、たまたま１０月に阿知須図書館が

蔵書点検に入ります。蔵書点検のときといえば、図書館自体も休館いたしますので、

ちょうどそこに照準を合わせまして、１０月に６館一斉に１０月１日より休館いた

しまして、システムのハードウエアを交換する、現在予定としておりまして、それ

に向けて、鋭意調整中でございます。 

 また、この機会に中央図書館といたしましても、来年の３月に予定しておりまし

た蔵書点検を繰り上げて、ちょうどそのとまったときにやってしまえば、非常に効

率的な交換作業ができるんではなかろうかという形で、中央図書館の蔵点も前倒し

いたしまして、この期間で実施するという方向性で今進めております。 

 また、正式に日程等が決まり次第、広報等でお知らせしてまいります。 
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 なお、現在の予定では、中央図書館を除く地域館におきましては、１０月１日か

らスタートいたしまして、大体７日程度の休館になるのではなかろうかというふう

な形でございます。これにつきましては、今、各館の図書館のカレンダーが、ちょ

うど９月までのカレンダーが今ございますけれども、この１０月のカレンダーをつ

くるに当たりましては、これを反映させたカレンダーをつくって、周知のほうをし

ていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○会長 

今、地域館をおっしゃいましたけど、中央館は、 

○事務局 

中央館は、ちょっと蔵点自体がちょっと長くなりそうなんで、確実な数字ではな

いんですけど、一応若干もう２日程度おくれての立ち上げというか、開館になる予

定ではございます。 

○会長 

じゃあ、１０日間ぐらいかなという感じですかね。 

○事務局 

はい。 

○会長 

また決まりましたら、早目に、大学で言えば、後期が始まる、まあ小中高は、も

う始まってますけれども、試験等々、まだないかもしれませんけど、利用者にとっ

て、ちょっと困るところがあろうかと思いますので、早目にお知らせいただきたい

と思います。 

 これにつきまして、何か御質問ありますでしょうか。 

 それでは、今まで通して余り時間はとれないんですけれども、全体的に何か御質

問、また言い残したとかいうことがあれば、お願いしたいと思います。 

何かもう一遍、質問とか御意見、３０年度、令和元年の取り組み。お願いします。 

○委員 

計画とかとはちょっと違うんですけれども、昨年、岡山の人口５，０００人のま

ちの図書館に友だちが働いているので。でも５，０００人なんですけど、全国で貸

出冊数が、冊数が多ければいいものでもないんですけれど、蔵書が１０万冊あって、

もうそこでは町長さんの考えで、職員の方が全員、臨時職員さんとして、きちんと

雇用されているので、通常業務、別にすごく時間がたっぷりあるので、すごくいろ

いろな取り組みをされていて、蔵書計画部分と予算ですとか、それからそういう職

員の方がきちんと、いろいろなイベントを計画したりするだけのたくさんの方がい

らっしゃるといいなって思ったりしました。 

 ですけれども、それは、予算がかかるからあれなんですけれども、よくお話の会

で、いろいろな館に紙芝居をお借りしに行くんですけれども、紙芝居がとても探し

にくくて、山口市中央図書館さんは、すごく多くてありがたいんですけれども、低
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いので腰がすごく痛くなって、それで申しわけないんですけど、秋穂図書館さんは

少し高くなっているので探しやすくて、小郡図書館さんだと動物の本と乗り物の本

のコーナーがきちんと、本棚が一つずつあるとかあるんですけど、紙芝居について

は、全部５０音順になっているんですけれども、昔話とか、行事に関するのを別に

５０音別とは項目だけ別にして並べていただいて、残りのものを５０音順ずつにし

ていただくと探しやすいなと思います。 

○会長 

これ御回答は結構ですが、次回、ちょっと御検討いただいて、できないときには

できないとおっしゃっていただいても、これは仕方ない部分だと思いますけれども、

ちょっと検討した結果というのを教えていただければと思います。 

 子供たちのほうは、子供が寝っ転がってじゃないですけれども、低いところだけ

ど、大人は確かに腰が痛いというようなことが、それができるのかできないのかと

いうようなところもあるかと思います。よろしくお願いします。 

 何かよろしいでしょうか。よろしいですかね。何かあればお願いします。 

○委員 

今日の報告とかのこととは全然別に、その他のところで１件取り上げていただき

たいところがあるので。もういいですか。 

○会長 

はい、結構です。 

○委員 

事務局の方に配っていただいたんですけれども、「鉢の子１０周年企画」というこ

ういう紙があります。きょう、これは何かと言いますと、２年前のこの図書館協議

会で、ちょっと館長さんに、中央図書館の館長さんにお尋ねしたことが発端で、市

内の読書活動、読むだけではなくて、本をつくったりとか、誰かについて研究した

りするグループとか、そういうグループについて、どういうふうな把握をしておら

れますかという質問から来た活動なんです。それで、市としては、別にそういう調

べるということをやっていないということを受けて、私たち鉢の子は、いろんなと

ころの読書会とかに出ていくと、転入してきた方が、こういう、どこに行ったらど

ういう読書会をされているというのがわかりますかという声をたくさん聞くような

ことがわかりました。 

 なので、鉢の子１０周年、ことし迎えますので、記念の事業として、そういうよ

そから来た人とか、住んでいる人もそうなんですけども、読書会はどこに行ったら

やっているのかとか、布の絵本をつくっている人がおったら一緒にやりたいなとい

う人たちが手に取ってわかるような冊子をつくることにしました。それで、去年の

秋からいろんな団体さんにお声をかけて、そういう情報誌をつくる編集委員会を経

て、もう来月の頭に印刷に入る状況です。きょうちょっと皆さんにお時間とってい

ただいたのは、そのできた配布物というか、冊子を置かせていただくところという

のを御相談したいというふうに思いました。 
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 この裏表の裏で言うと、（６）のところで配布先というところを見ていただいたら

わかるんですけれども、ここに「地域交流センター」とか、「市役所支所」と書いて

あるのは、あくまでも私たちの希望であって、まだここの人たちに置かしてあげる

よというようなオーケーをもらったわけではないんですが。自分で言うのも何です

けど、結構いい冊子になっていて、読書会だったら小郡地域だったらどこに行った

らいいかなというのがすごく便利になっています。なので、ちょっとこの配布先と

いうのを御相談したいなというふうに思いました。 

 それと申しおくれてました。ここにいらっしゃる委員さんの中で、いろんな団体

さんにかかわっておられる方もいらっしゃって、その編集とかの情報集めにすごく

協力いただいたので、皆さん、どうもありがとうございました。 

○会長 

これはどうすればいいですかね。今、どこ、配布先がどこ、例えば大学の図書館

とか、それは全然問題ないかと思いますが…… 

○委員 

全然問題ないです。 

○会長 

私は請け負いますが、山大の場合はちょっとよくわかりませんので、また確認し

ていただければと思います。 

○副会長 

地域交流センターというのは、市役所の課が違いますよね。文化振興課でしたっ

け。そのあたりで許可をとれれば、いいのではないかと。 

○中央図書館長 

というか、もうこちらのほうで、もしそちらのほうと話させていただいて、問題

ないということであれば、逓送というシステムが市にもちろんありますので、部数

いただければ、その各地域交流センターに、こちらのほうから配布するというのは

別に構いません。 

○委員 

ありがとうございます。 

○会長 

そうですね。郵送料が馬鹿になりませんので、逓送便を使っていただくというこ

とがあるかと思います。県のほうもあるかとは思いますので。 

○委員 

例えば、小さい子のお話をする団体とかも当たってますかね。 

○委員 

はい、そうです。 

○委員 

それだったら保育園とか幼稚園に言ったら、保護者さんに園を通して、こういう

のがあるよということで。 
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○中央図書館長 

大変いいことですので、拒否されることは、まずないと思いますけれど。ただ、

私、今そのものがつくるボリュームがどうかというのが、ちょっとわからない…… 

○委員 

これはもう印刷前の原稿なんですけれど、これが半分に折って、ここをとめたも

の、この大きさになります。なので、そんな分厚いもんを窓口に置かれたら困ると

かと言われても困る。 

○中央図書館長 

それは配布用ですか、それともそこで閲覧。 

○委員 

いいえ、もう配布して、手に取って、ボロボロになるぐらいまで使っていただき

たいと思っていて、６００部刷る予定です。それと、今回これは、鉢の子だけでで

きない作業でしたので、トネリコさんとかにも御協力いただけたのを言うのを忘れ

ていました。済みません。 

○中央図書館長 

交流センターだけで２１、２ありますので、そこに例えば何冊ずつ置くかという

形になろうかと思いますので、恐らくすぐなくなると…… 

○委員 

それだったら増刷したいぐらいなんですけど。どれぐらい反響があるのかという

のもわからないから。 

○中央図書館長 

それは、配布は市の中で。ただ民間の保育園とか幼稚園はちょっとわからんので

すけど、公共的なところはお話しさせていただいて、逓送便ですればと。そういう

ことは可能でございます。 

○委員 

ありがとうございます。 

○会長 

これ山口市内ではありますけれども、６月に子供読書何とか会議がありますよね、

県の。子供の読書関係のちょっと正式名称はよう言わないんですけれども。そこで

委員の方に配るとか、６月１１日にあります。日にちは違うかもしれません。県立

図書館の第２研修室で２時からありますので、そこの委員さんとか、関係者とか、

来られますので、○○先生にことづけとけば配布できるとか、できるだけそういう

団体のことも取りまとめていらっしゃるので、そこの委員さんとかね、団体さんと

か、山口市ではないんだけれども、こういう団体ありますよという、地域に広げま

しょうとかいう趣旨であればですけど、もしよろしければという感じです。 

○委員 

それと、これが私たち鉢の子が自分たちの周りの小郡のことから考えが始まった

ので、小郡の人たちの行動範囲というのを考えて、中央図書館から南のことの情報
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なんですよね。そういうのもちょっと気になっています。 

 だから、これが反響があれば、それこそ徳地とか徳佐とか阿東の人たちというの

も、いろんな、初め全部調べたんです、市内全部の。そしたら、結構北部のほうも、

いろんな団体さんがいらっしゃって、必要なんじゃないかなと思うけど、ちょっと

小郡の人たちが阿東まで行くかということを考えたときに、そこはちょっと今回は

残念だけれども外そうという経緯があります。 

○会長 

どんどん広がっていくといいですよね。最初は小郡の方で、その地域団体、山口

市全体、それから県下全体とか、要するに、その一つのモデルになっていくといい

なというのは感じました。また何か配布される等あれば、中央図書館長さんとの連

携もとっていただきたいなと。 

 それでは、時間、ぼちぼちなりましたので、配布資料とかは、もうよろしいです

かね。 

○委員 

ちょっとチラシが間に合わなかったので、持ってきていないんですけど、行事の

御案内を一つしてもいいですか。 

○会長 

はい。手短にお願いできればと思います。 

○委員 

６月２２日の土曜日の午後、大人が楽しむ絵本講座というのを、これは子供への

呼びかけじゃなくて、大人が講師から提示された本について、６組のグループに分

かれて、いろいろ思いとか感想とかを話し合うという感じの会をします。 

○会長 

ありがとうございます。 

○委員 

  一応申し込み制にしています。 

○会長 

それでは、まだまだあるかとは思いますけれども、そろそろ時間になりましたの

で、以上で、本日の議事は終了ということにさせていただきます。今後は、事務局

のほうにお戻ししますのでお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、事務局から連絡をさせていただきます。 

 次回は、１０月から１１月頃に開催いたしますので、近づきましたら、委員の皆

様に日程の調整をさせていただきまして、決定したいと考えております。 

 以上で、第１回協議会は、終了でございます。 

 会議の円滑な進行にご協力いただきありがとうございました。 
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